
 

 

 

 

 

医療画像診断装置の発達に伴い、患者の体内の疾患部位の可視化が可能となってきた。

この計測技術の進歩は著しく、従来の患部を含む表面から得られる画像を提示する状況か

ら、X 線ＣＴや MRI などにより、体内を断層の情報として取得することが可能となってき

た。 

この情報からは、癌などの特定部位を抽出し、その形態や位置を可視化できるだけでは

なく、3 次元空間上の位置や大きさ等の定量情報を取得することも可能である。また、同一

の患者に対して、複数の時間で撮影することにより、時間変化を含む 4 次元の情報を取得

することも可能である。さらに、Ｘ線ＣＴとＭＲＩなど異なるモダリティの情報を同じ座

標空間で相関解析することにより、新たな情報を生み出すことも可能である。 

さらに、内視鏡などによる体内の表面の観察において、可視域の光をＲＧＢの色情報と

して取得するのみならず、特定の複数の波長を用いて、特異的な反射の画像を取得するこ

と、さらには時系列の動画として幅広い範囲の画像撮影が可能となってきた。これらの情

報も、単なる画像の集合ではなく、多次元の情報である。 

これらの多次元の情報は、我々の 5 感のなかで画像を入力する眼から得られる情報であ

る対象物の色と距離を計測する 2.5 次元の情報を超えており、必然的に脳で判断すること

ができない情報となっている。 

我々は、多次元の情報処理を実現する為の画像処理システムを開発してきた。このソフ

トウエアにより、疾患の詳細な立体構造を明らかにするだけでなく、手術手技・手順を事

前に検討することが可能となった。 

さらに、多次元の情報に対する解析法として機械学習を用いた画像診断の研究を進めて

いる。深層学習による画像処理により、対象物の認識、識別が可能となってきた。一方、

疾患の異常の検出や変性部位の抽出など医療画像を対象とした情報処理において、一般画

像を対象とした機械学習とは異なる困難さがある。医療の分野においては、患者個体別に

臓器の形状、色が異なり、正常組織においても画像情報が異なる。さらに、病変の進行に

よりその変性の様相も個体別に異なる。そのために数万枚の画像を対象に深層学習により

解析をする一般画像処理の手法をそのまま適応することが困難である。我々はごく少数の

患者個体別の画像を対象として機械学習により疾患を認識することを目指した研究を推進

している。本講演では、眼科領域における網膜疾患の検出、診断支援、疾患の分類の研究

例に加え、消化器内視鏡による早期胃がんの自動検出の取り組みについて報告する。 
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